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は じ め に
1993年8月 も半ばを過ぎて、1っ のショッキ ングなニュースが世界中を憤激 させた。ブラ
ジルでの 「ヤノマ ミ大虐殺」 のニュースである。 それは、「領土」 をめぐる金採掘人たちとの
争いの末 に、ヤノマ ミ族の集落が襲撃され、危 うく難を逃れた数名のヤノマ ミが当地の国立イ
ンディオ基金(FUNAI)の 現地事務所へ救援を求めてきた、 というものであった。逃れてき
たヤノマ ミたちのポル トガル語が片言程度のものだったことや、ヤノマミの数の概念が1、2
の次 は 「沢山」であることなどか ら、殺されたヤノマミの人数についてはほんの数名 というも
のから、70名 以上 というものまで、 さまざまな憶測が乱れ飛び、 大騒ぎになった。 しかし、
こうした騒 ぎの常か、事件が国境地帯で起 こり、下手人 も特定されず、死者の数 も16名 で
あったことが分かると、 この問題はマスコ ミの表舞台か ら早々と姿を消 していった。
私が初 めてアマゾンに足を踏み入れたのは1986年 のことで、 コロンビアのブラジルとの国
境沿いの地域であった。私の主調査地となったティキエ川流域では、82年 か ら84年 にかけて
結核の流行があり、2っ の集落が壊滅 し、総人口600人 程度と推定されるこの地域で私の知 り
得た限 りで30人 を超える犠牲者が出ていた。人口の5%で ある。 しか し、 こうしたことも事
件 として報 じられることはまずない。 「この程度」 のことでは何のニュース ・バ リューもない
のだろう。だが、ティキェ川流域の結核流行の最大の要因は、人々がコカイン経済に巻き込ま
れ、多数がコカイン耽溺に陥ったことにあった。だか ら、それは決 して虐殺 と呼ぶような性質
のものではないにせよ 「外部世界」、私たちが 「文明」 と呼び、 「先進国」 と呼ぶ世界の力に
よってもたらされた死には違いないのである。
殺された者が 「たったの16名 」 だったという理由で関心を持たれなくなって しまうヤノマ
ミ、地域住民の5%が 短期間に死滅 して も、ニュースにさえならないアマゾンインディオ。そ
うした現実からも、世界中の飢えた人々とも、戦争下に生きる人々とも切 り離されたままで、
私たちはどのようにして生命の尊厳やかけがえのなさについて論 じることができるのだろうか。
第3世 界のさまざまな事例が私達に示 しているのは、私たちが生 きている世界の論理が 「生命
の価値の普遍性」 と言 う観念を否定するものであると言 うことである。
では、 「生命の価値の普遍性」 という観念はもはやその有効性を失 ってしまっているのだろ
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うか。私は、本稿で、第3世 界の現実からもう一度 この問題を考え直してみたいと思 う。























値段が付けられている。病気 もせず、怪我 もせず、事故にも遭わず、失業 もしなければ、いや、
ついでに保険の勧誘にも会わなければ、自分の生命にこれらの値段が付けられていることを自




命の値段を概算 してみるとどうなるだろうか。例外的少数者(教 師、保健所員など)を 除けば、
彼 らはほとんど現金収入というものを持たず、平均余命も短いので、生涯賃金の計算 という観
念そのものが成り立たない くらいである。なん らかの給与を得ている例外的少数者たちです ら、











日常的現実 として受 け入れている社会に私たちは生 きているのである。
しば しば誤解 されたうえで、残酷な刑罰の代表 として言及される 「目には目を」というハム
ラビ法典 も、身体の代価 という点では、私たちのシステムより原理的にずっと妥当であるかも
知れない。 もちろん、損なわれた身体の代価 として 「目には目」を要求することの社会的損失
や、 この原則に従 った場合の刑罰の残虐性などを考慮 した場合、どちらがより妥当なのかにっ
いては議論の余地があるという留保を付けた上でのことだが。
しかし、現実への適用をどうするかはともかく、生命が真に掛 け替えのない普遍的な価値を










流の水棲のカメの生態を研究中で、すでに数年 にわたってフィール ドワークを実施 してきてお
り、このフィール ドワークの基地にしていたインディオ集落の家族たちとは親交を結んでいた。
ある年、彼がここを訪れると、首長の末娘が毒蛇に噛まれて寝ていた。見ると、すでに数日を
経過 した足 は、噛まれた部分を中心に広範に壊死を起 こしてお り、そのまま放置すれば確実に
敗血症を起 こして死ぬと思われた。友人はセスナで町の病院へ運び治療 しようと提案 したが、
父親 は、治療が足を切断することだと知るとこれに反対 した。切断 しなければ死んでしまうと
説明しても、それならそれを受け入れるしかないのだとの答えであった。
結局、友人 は親たちの反対を押 し切って娘を病院に運び、壊死 した足を切断 して生命は取り
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留めた。回復 した娘を連れ帰 ってみると、父親は友人に 「なぜ、連れて帰 ったのか」と問い詰
めた。片足がな くてはセルバ(ジ ャングル)の 中では生 きられない。一人前の女の仕事ができ
ない彼女 と誰が結婚 したがるだろうか。私たちが生 きている間なら、私たちが面倒を見ること
もできるが、私たちが死んだ ら、彼女はどうやって生 きてい くのか。町でなら足を切断しても






畑は集落か ら徒歩で15分 ないし1時 間程度までの距離にあり、女たちは毎日出かけていって






劇的に改善 された。 しか し、焼畑を切 り開き、家を建て、家族の蛋白質食糧を確保するという
男たちの仕事は決 して楽ではない。魚 も肉もなくなれば、風邪を引いていようと、熱があろう











私の最初の調査地 となったインディオ集落には、小児麻痺の後遺症が強 く残 った少年が1人
住んでいた。右足 は普通よりやや細いという程度であるが、左足の変形 と筋の萎縮 は顕著で、
膝を突 っ張 った状態でないと体重を支えられない。 しかし、跛行 し、ゆっくりながらも走 るこ
ともでき、 ほかの子 どもたちとサッカーをすることもできる。 もちろん、早 く走れるわけでも
なく、競 り合 いに強いわけでもないけれど、器用に腰を使 って、変形 した左足で蹴 るボールは、
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いうのである。彼女には夫 と6人(だ ったと思 う)の 子どもがあり、もし、彼女が足を切断 し










上記2例 にっいて も同 じことが言える。足を切断された娘の場合、彼女の親たち、 とくに、















調査地で知 り合 った1人 に、右腕をな くしたインディオの男性がいた。彼は、公務員として
の給与で人を雇い、焼畑を作 らせ、食糧を買うことができたが、彼が現金収入なしにインディ
オ集落で暮 らしていたとしたら、大きな困難を抱えたであろう。









こうした規範 に従わず、食糧を出し惜 しみす る者、他者に分け与えない者は、相手に対 して最




こうした社会に生きる人々にとって、 「娘を見殺 しにする」 選択は決 して非情か ら出て くる
のではない。父親は、彼女と共に生 きることを否定 したわけではない。父親が憂慮 したのは、
自分の死後、人間としての尊厳を傷っけられることなしには生 きていけなくなる娘の生であっ
た。彼自身は、むしろ、娘が生き延びた場合には、 自分の生命がある限りあらゆる犠牲を払 っ
て も娘 と共 に生 きてい くっ もりだったのである。その父親が、前述の選択を したのである。
人々にこうした非情な選択を迫るもの、それは、環境としてのアマゾンの厳 しい生存条件であ
り、長 くそこに生きてきた人々の歴史なのである。



























に貧 しているという現実の中に私たちは生 きている。私たちにはお金があり、彼 らにはないと









らの解放は、私たちを 「共に生きる」発想からも解放 して しまったように見える。今、生命を
考え、生命の価値に再びそれに相応 しい普遍性を取 り戻すためには、第3世 界の人々の生命を
私たち自身の生命として、もう一度、 ともにサバイバルするという視点から考え直す必要があ
る。確かに、サバイバルへの圧力からの解放 は、論理的には、生命の差別からの解放にっなが
りうるか も知れないが、サバイバルを忘れた論議は、私にはたいへん空疎に響 くのである。
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